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分散型分散型分散型分散型
システムとシステムとシステムとシステムと
輸送・変換輸送・変換輸送・変換輸送・変換
等の高度等の高度等の高度等の高度
化のため化のため化のため化のため
の技術の技術の技術の技術

バイオマスエネルギー

ＤＭＥ（ジ・メチル・エーテル）・ＧＴＬ（燃料液化技術）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

長期的研究開発課題の基盤技術の開発（核融合発電、宇宙太陽光発電、海洋
エネルギー利用、メタンハイドレート開発）

核燃料サイクルの段階的開発（ウラン濃縮、再処理、MOX（混合酸化物）燃
料加工及びFBR（高速増殖炉）サイクル）

超電導利用技術の要素技術の開発（発電機、電力貯蔵装置、変圧器、
ケーブル等）

車載用・定置用（小～大容量）燃料電池システムの低
コスト化等（再掲）

コージェネレーション技術の高度化

高レベル放射性廃棄物処分の地質環境把握研究
の実施等

原子力の安全を保障する技術の高度化

原子力の原子力の原子力の原子力の
安全の安全の安全の安全の
ためのためのためのための
技術技術技術技術

推進方策　①発展途上国等へ移転可能な成果の創出、国際共同研究への参加等。
　　　　　　　②社会的理解、導入・普及に関わる諸状況を踏まえた取組みと研究開発の評価。
　　　　　　　③システム技術の効率的開発推進のための産学官の役割分担、連携。
　　　　　　　④省庁横断的課題についての省庁連携による効率的推進。
　　　　　　　⑤短、中、長期的研究開発課題の整合性ある取組み。
留意事項；人材の確保・育成。エネルギー利用、安全に係る教育の充実。

エネルギー
政策の目標
は３Ｅの達成

①将来の社会　
　経済に適合
　するエネルギ
　ー源の多様化

②エネルギー　
　システムの脱
　炭素化

③エネルギー　
　システムの　　
　効率化

④基盤科学　　
　技術の充実

重点化
の視点

研究
開発
目標

水素エネルギー利用システム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エネルギー分野の主な施策エネルギー分野の主な施策エネルギー分野の主な施策エネルギー分野の主な施策

エネルギー管理システム（EMS）、都市エネルギーシステムの最

適制御技術の開発等（【経済省】７（５））

（産業用コージェネレーション実用技術開発【経済省】６（５））

（GTL関連【経済省】１４（２２）、DME関連【経済省】２９（新規）、

うち特別要求分は２９（新規））

（核融合研究関連【文科省】１１０（１９０）、宇宙太陽光調査研究【経済省】０．４（０．５）、
海洋エネルギー利用技術【文科省】１．３（０．９）、　メタンハイドレート開発【経済省】５５（１７））

（バイオマス高効率転換技術【経済省】２０（２０））

（超電導利用関連【経済省】６８（６０））

（遠心法ウラン濃縮事業及びMOX燃料加工事業推進【経済省】１７（７）、
　FBR研究開発【文科省】２３３（２３９）、再処理【文科省】４１４（３３０））

（高レベル廃棄物処分研究開発【文科省】７７（７２））

（安全解析、信頼性実証等【経済省】１３１（１２８））

推進
方策

（燃料電池/水素関連【経済省】２２０（１１９）、うち特別要求分は５２（新規））

研究開発に当たっては、
　①安全・安心、
　②国際競争力、
　③国際協力・貢献
の視点への配慮が必要

注） は重点領域の項目、

　　　　　　は具体的重点課題。うち、構造改革特別要求該当分は　　
　　　図中数字は14年度予算（億円）。括弧内は13年度予算。

供給供給供給供給 輸送・変換・貯蔵輸送・変換・貯蔵輸送・変換・貯蔵輸送・変換・貯蔵 消費消費消費消費

エネルギー
システムを
かえるエネ
ルギーイン
フラに係る
諸要素の研
究開発、効
率性・環境
面等からの
高度化

燃料電池、
太陽光発電
等

エネルギーのあらゆる側面において安
全を確保し国民の安心を得る研究開発

水素利用、天然ガスパイプライン等

個別個別個別個別
目標目標目標目標

７

エネルギーシステムの社会や人間へ
の受容性、社会的理解を高める研究
開発、産業創出の観点からの研究

　原子力、新エネ等の社会受容性等

低コスト太陽光発電技術の段階的開発
（太陽光発電技術研究開発【経済省】７３（６４））



①高付加価値
製造技術

②新規需要
開拓

③地球温暖化
対策技術

２
新
規
領
域
開
拓

３
環
境
負
荷
最
小
化
技
術

１
製
造
技
術
革
新

①循環型社会
形成に適応
した生産シス
テム

②有害物質極
小化技術

①IT高度利用

②革新プロセス

③品質管理・
安全・ﾒﾝﾃﾅ
ﾝｽ技術

製造技術分野の主な施策
構造改革特別要求施策８月概算要求施策

機 械
情報通信

電子・電気機器
材 料

（鉄鋼、非鉄金属、化学） バイオ・農林水産 医 療 研究開発目標研究開発目標

・造船業のIT革命の推進による
「ものづくり基盤技術」の高度化
（国交省） 0.1(0)

●グローバル展開の中
での新時代の製造技術
の競争力強化

●世界的に競争力のあ
る特徴ある製造プロセ
スの実現

●継続して優位性確保

●我が国でしかできな
い高付加価値製品の開
拓

●高度福祉社会に対応
する医療・福祉用機器・
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ対応技術等
の製造技術基盤の確立
および関連する知的基
盤整備

●廃棄物の減量化目標
を達成するためのﾘﾃﾞｭｰ
ｽ、ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ技術
の実用化

●製造工程、製品から
の有害物質極小化、化
学物質ﾘｽｸﾐﾆﾏﾑ技術の
実用化

●京都議定書の目標実
現

・建設機械の保守管理
システム高度化のため
の損傷評価技術の開発
（厚労省） 0.4(0.4)
・人間・機械協調型作業
システムの基礎的安全
技術に関する研究（厚労
省） 0.6(0)

・IMS（知的生産システム）国際共同研究プ
ログラム（経済省） 13.4(14.2)
・先端的デバイスプロセス装置技術開発
（経済省） 5.8(6.3)

・革新的鋳造シミュレーション
技術　（経済省） 3.6(4.1)  再掲

・先端的ITによる技術情報統合化システム
の構築による研究開発（文科省） 5.9(7.0)

・エネルギー使用合理化生物触媒
等技術開発（経済省） 2.2(2.4)

・多次元量子検出器の開発・応用研究
　（文科省） 0.9(0)
・基盤技術開発費（文科省） 1.1(1.2)

・人間行動適合型生活環境創出シス
テム技術（経済省） 8.9(12.0)

・リアルタイム生体ナノマシン観察
技術開発（文科省） 1.0(1.3)

・産業リサイクル過程におけ
る爆発火災災害の防止に関
する研究（厚労省） 0.3(0)

・電子デバイス製造プロセスで使用するエッ
チングガスの代替ガス・システム及び代替
プロセス技術研究開発（経済省） 15.0(12.5)
・エネルギー使用合理化液晶デバイスプロ
セス技術開発（経済省） 7.8(8.8)
・高効率次世代半導体製造システム技術開
発（経済省） 6.8(7.2)

・エネルギー使用合理化工作
機械 （経済省） 1.8(2.7)

・次世代化学プロセス技術研究
開発（経済省） 7.0(7.0)
・超臨界流体利用環境負荷低
減技術研究開発（経済省）
13.0(13.0)

・21世紀型農業機械等緊急開発
事業（農水省） 10.7(12.1)
・基礎・基盤研究（農水省） 2.7(2.7)
・地域特産農作物機械開発促進
事業（農水省） 0.6(0.8)

・植物利用エネルギー使用合理化
工業材料生産技術開発（経済省）
14.6(5.0)

・早期診断・短期回復のための
高度診断・治療システムの開
発（経済省）　16.8(17.2)
・身体機能代替・修復システム
の開発（経済省） 13.3(9.0)
・高齢者等社会参加支援のた
めのシステム開発（経済省）
1.0(2.6)
・健康寿命延伸に資する医療
福祉機器開発のための基礎研
究（経済省） 2.4(2.9)
・国民の健康寿命延伸に資す
る医療機器・生活支援機器等
の実用化開発（経済省）
3.5(4.8)
・エネルギー使用合理化在宅
福祉機器システム開発（経済
省） 0.8(2.0)

・タンパク質科学及び医用工学研
究による疾病・創薬等推進事業
（厚労省） 20(20)

・生物機能活用型循環産業システ
ム創造プログラム（経済省）
51.7(18.2)

重点領域・項目重点領域・項目

・クラスターイオンビームプロセステクノロジー
（経済省）　1.7(2.6)

・人間協調･共存型ロボットシステム
　（経済省）　8.3(8.8)

・健康維持・増進のためのバイオ
テクノロジー基礎研究プログラム
（経済省） 84.6(52.5)

・革新的鋳造シミュレーション技
術　（経済省）　3.6(4.1)

・デジタルマイスタープロジェクト（経済省） 24.5(29.4)

・多過冷イオン（文科省）［未定］

・大津局在フォトン（文科省）［未定］
・光ビームによる機能性材料加工創
成技術（文科省）［未定］
・超高密度フォトン産業基盤技術開
発（文科省）［未定］

・相互作用と賢さ（文科省）［未定］

８

・次世代半導体設計・製造技術共同研究施
設整備（経済省） 315
・低消費電力次世代ディスプレイ製造技術
共同研究施設整備（経済省） 153

補正予算要求施策

・ロボット機能発現のため
に必要な要素技術の開発
（経済省） 1.0(0)  再掲

・ロボット機能発現のため
に必要な要素技術の開発
（経済省） 1.0(0)

・電子・電気製品の部品などの再利用技術
開発（経済省) 1.6(1.8)

・ＳＦ６等に代替するガスを利用した電子デ
バイスクリーニングプロセスシステム（経済
省） 3.7(4.0)

Ｈ１４予算（Ｈ１３予算）単位：億円



○安全の構築
○国土の再生と
　　Quality of Life（QOL）の向上
○国際協力

社会基盤分野の主な施策

応用研究開発 実証、社会実験、適用・整備研究

発
生
時
対
応

基礎研究

安
全
の
構
築

美
し
い
日
本
の
再
生
と
　
　
　
　
　
　

質
の
高
い
生
活
の
基
盤
創
成

重点化の考え方

人
為
災
害

事前から事後まで

事
前
対
応

注） はH14年度一般要求

はH14年度構造改革特別要求

はH13年度補正予算

　　　一部、類似の複数施策をまとめている。
　　　数字は予算額（単位：億円、括弧内はH13年度当初予算）
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と
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東海地震発生の推定精度向上に
関する研究（国交省）0.3（0.3）

社会資本ストックの管理運営
技術の開発（国交省）0.8(0) 犯罪捜査・交通安全に関する研究

（警察庁）1.2（0）

都市災害発生時の救急救助技術
の高度化（総務省）0.6（0）

大都市大震災軽減化特別プロジェクト
（文科省）32（0）

火山活動評価手法の開発研究
（国交省）0.6（0.3）

地震調査研究の推進
（文科省）23（23）

地震・火山噴火予知に関する
研究（文科省）19（19）

地理地殻活動に関する
研究（国交省）5.7（5.9）

人工衛星画像等を活用システム
検討経費（内閣府）1.0（2.5）

地震防災情報システムの整備
（内閣府）5.0（3.7）

横浜海上防災基地の高度化と基幹的
防災拠点との連携（国交省）12（0）

高度道路交通システム（ＩＴＳ）
に関する研究

（総務省）15 (17)
（経済省）4.1(5.0)
（国交省）85（84）

健全な水循環の形成に関する
研究（厚労省）1.5（0）

流域圏における水循環・農林水産
生態系の自然共生型管理技術の

開発（農水省）3.0（0）

ＧＩＳに関する研究開発
（総務省)7.0(9.0)
（国交省）30（43）

都市再生のための精密三次元空間
データ利用技術の開発

（国交省）1.1（0）

実大三次元震動破壊実験施設整備（文科省）55（57）

豪雨水害・土砂災害対策
の強化（国交省）8.2（0）

成層圏無線プラットフォームに関する
調査研究・開発（総務省）9.8（13）

宇宙・情報技術等による国土管理
高度化技術の開発（国交省）3.4（0）

鉄道技術基礎整備のための調査研究等
交通安全対策（国交省）3.5（3.5）

シックハウス対策等有害物質
対策研究（国交省）4.0（4.0）

自然共生型国土基盤整備技術
の開発（国交省）3.3（0）

広域地域課題に関する研究
（国交省）9.1（7.3）

地球温暖化に対応した国土保全支援
システムの研究（国交省）1.4（0）

航空機国際共同開発促進
（経済省）27（26）

次世代航空機技術に関する研究
（経済省）9.8（9.5）

鉄道技術開発費補助金
（国交省）15（17）

次世代海上交通システムに
関する研究（国交省）6.9（3.7）

高齢者・身障者の支援システムに
関する研究（総務省）10（11）

アーバンスケルトン方式等による都市再生
技術に関する研究（国交省）0.5（0）

自動制御・マネジメントによる建築設備の
環境負荷低減技術に関する研究

（国交省）0.5（0）

【重点項目】【重点項目】【重点項目】【重点項目】

○自然と共生した美しい生活空間の再構築○自然と共生した美しい生活空間の再構築○自然と共生した美しい生活空間の再構築○自然と共生した美しい生活空間の再構築

○広域地域課題○広域地域課題○広域地域課題○広域地域課題

○流域水循環系健全化・総合水管理○流域水循環系健全化・総合水管理○流域水循環系健全化・総合水管理○流域水循環系健全化・総合水管理

○新しい人と物の流れに対応する交通システム○新しい人と物の流れに対応する交通システム○新しい人と物の流れに対応する交通システム○新しい人と物の流れに対応する交通システム

○バリアフリーシステム・ユニバーサルデザイン化○バリアフリーシステム・ユニバーサルデザイン化○バリアフリーシステム・ユニバーサルデザイン化○バリアフリーシステム・ユニバーサルデザイン化

○社会情報基盤技術・システム○社会情報基盤技術・システム○社会情報基盤技術・システム○社会情報基盤技術・システム

自
然
災
害

【重点項目】【重点項目】【重点項目】【重点項目】
○異常自然現象発生○異常自然現象発生○異常自然現象発生○異常自然現象発生
　　　　メカニズムメカニズムメカニズムメカニズム

○発災時即応システム○発災時即応システム○発災時即応システム○発災時即応システム

○過密都市圏での巨大○過密都市圏での巨大○過密都市圏での巨大○過密都市圏での巨大
　　　　災害軽減対策災害軽減対策災害軽減対策災害軽減対策

○中枢機能及び文化財の○中枢機能及び文化財の○中枢機能及び文化財の○中枢機能及び文化財の
　　　　防護システム防護システム防護システム防護システム

○超高度防災支援システム○超高度防災支援システム○超高度防災支援システム○超高度防災支援システム

○高度道路交通システム○高度道路交通システム○高度道路交通システム○高度道路交通システム
　　　　（ＩＴＳ）（ＩＴＳ）（ＩＴＳ）（ＩＴＳ）

○陸上、海上および航空○陸上、海上および航空○陸上、海上および航空○陸上、海上および航空
　　　　交通安全対策交通安全対策交通安全対策交通安全対策

○社会基盤の劣化対策○社会基盤の劣化対策○社会基盤の劣化対策○社会基盤の劣化対策

○有害危険物質・犯罪○有害危険物質・犯罪○有害危険物質・犯罪○有害危険物質・犯罪
　　　　対応等安全対策対応等安全対策対応等安全対策対応等安全対策

事
後
対
応

災害時緊急輸送システムの
技術開発（国交省）0.2（0）

航空機等の研究開発、風洞試験
装置の整備（防衛庁）489（293）

９

軌間可変電車の国内走行試験に必要な
施設の整備（国交省）13

実大三次元震動破壊実験施設整備加速（文科省）28



要素研究 開発

衛星による情報収集技術衛星による情報収集技術衛星による情報収集技術衛星による情報収集技術
（輸送能力を含む）（輸送能力を含む）（輸送能力を含む）（輸送能力を含む）

フロンティア分野の主な施策フロンティア分野の主な施策フロンティア分野の主な施策フロンティア分野の主な施策

高度な測位及び高度な測位及び高度な測位及び高度な測位及び
探査システム技術探査システム技術探査システム技術探査システム技術

海洋資源利用の海洋資源利用の海洋資源利用の海洋資源利用の
ための技術ための技術ための技術ための技術

衛星系の次世代化技術衛星系の次世代化技術衛星系の次世代化技術衛星系の次世代化技術

輸送系の低コスト・輸送系の低コスト・輸送系の低コスト・輸送系の低コスト・
高信頼性化技術高信頼性化技術高信頼性化技術高信頼性化技術

国民、とくに次世代が夢と国民、とくに次世代が夢と国民、とくに次世代が夢と国民、とくに次世代が夢と
希望と誇りを抱ける国際希望と誇りを抱ける国際希望と誇りを抱ける国際希望と誇りを抱ける国際

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

地球環境情報の地球環境情報の地球環境情報の地球環境情報の
世界ネットワーク構築世界ネットワーク構築世界ネットワーク構築世界ネットワーク構築

ﾌﾛﾝﾃｨｱ環境の創成技術の開発・実証ﾌﾛﾝﾃｨｱ環境の創成技術の開発・実証ﾌﾛﾝﾃｨｱ環境の創成技術の開発・実証ﾌﾛﾝﾃｨｱ環境の創成技術の開発・実証

基礎研究基礎研究基礎研究基礎研究
等基盤等基盤等基盤等基盤
技術開発技術開発技術開発技術開発

利用技術の開発・実証利用技術の開発・実証利用技術の開発・実証利用技術の開発・実証
基礎研究等基礎研究等基礎研究等基礎研究等

基礎研究等基礎研究等基礎研究等基礎研究等

各機関で継続各機関で継続各機関で継続各機関で継続
的にデータの的にデータの的にデータの的にデータの
獲得・処理・獲得・処理・獲得・処理・獲得・処理・
蓄積を行う蓄積を行う蓄積を行う蓄積を行う

機器開発等機器開発等機器開発等機器開発等
要素技術開発要素技術開発要素技術開発要素技術開発

機器開発等機器開発等機器開発等機器開発等
要素技術開発要素技術開発要素技術開発要素技術開発

利用技術の研究利用技術の研究利用技術の研究利用技術の研究

試験機開発試験機開発試験機開発試験機開発

技術実証のための衛星の開発技術実証のための衛星の開発技術実証のための衛星の開発技術実証のための衛星の開発

採取技術等の開発・実証採取技術等の開発・実証採取技術等の開発・実証採取技術等の開発・実証

目標目標目標目標目標目標目標目標
領域ないし項目

技術実証のための衛星の開発技術実証のための衛星の開発技術実証のための衛星の開発技術実証のための衛星の開発

ﾌﾛﾝﾃｨｱ環境利用技術の開発・実証ﾌﾛﾝﾃｨｱ環境利用技術の開発・実証ﾌﾛﾝﾃｨｱ環境利用技術の開発・実証ﾌﾛﾝﾃｨｱ環境利用技術の開発・実証

情報収集衛星システム
開発等に必要な経費
【内閣官房】677(773)

高精度三次元測量、高度・電
子基準点測量【国交省】14(11)

輸送系関連研究等【文科省】157(133)

H-IIAロケットの開発 【文科省】71(89)
信頼性向上（品質保証活動等）【文科省】56(66)

輸送系システム統合設計支援基盤
研究開発事業【経済省】11(0)

ﾃﾞｰﾀ中継技術衛星 【文科省】75(30)

軌道上技術開発関連研究等【文科省】70(81)

陸域観測技術衛星 【文科省】75(93)

超高速ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ衛星【文科省】55(75)

技術試験衛星Ⅷ型 【文科省】42(73)

宇宙産業技術情報基盤
整備等【経済省】39(47)

石油資源遠隔探査技術の
研究開発【経済省】29(37)

海洋石油開発技術等調査
委託費【経済省】14 (9.3)

極限環境生物ﾌﾛﾝﾃｨｱ研究費
【文科省】9.3 (8.0)

国際宇宙ステーション計画 【文科省】328(273)　　　　　　　

深海地球ドリリング計画 【文科省】 71  (76)　　　　　　　

情報利用の研究情報利用の研究情報利用の研究情報利用の研究打上打上打上打上

機器開発等機器開発等機器開発等機器開発等
要素技術開発要素技術開発要素技術開発要素技術開発

要素技術の実証要素技術の実証要素技術の実証要素技術の実証

観測機器等の開発観測機器等の開発観測機器等の開発観測機器等の開発

　地球観測関連研究等 【文科省】118(146)  　　　　

情報基盤業務等
【文科省】19(17)

　海洋観測研究開発 【文科省】 21  (22) 
　地球環境研究総合推進費【環境省】 29  (27) の内数

　地球ｼﾐｭﾚｰﾀ計画推進 【文科省】 22  (18)
　地球観測ﾌﾛﾝﾃｨｱ研究費 【文科省】 18  (21)

機関間でのデータ流通機関間でのデータ流通機関間でのデータ流通機関間でのデータ流通
のシームレス化を測るのシームレス化を測るのシームレス化を測るのシームレス化を測る

静止気象衛星（運輸
多目的衛星）の整備
【国交省】35(35)

海洋生物資源の変動要因の
解明と高精度変動予測技術
の開発【農林水産省】1.5(1.6)

一部を除き平成14年度予算において10億円以上のプロジェクト、単位億円
（）内は平成13年度予算、平成13年度補正分は当該年度分のみ記載

人工衛星画像等活用システム
検討経費【内閣府】1.0(2.5)

次世代海上交通システムに
関する研究【国交省】6.9(3.7)

地球観測関連研究等
の一部【文科省】再録

新たな利用技術の研究新たな利用技術の研究新たな利用技術の研究新たな利用技術の研究

実証 利用研究

１０

注） は一般要求
は構造改革特別要求
は平成13年度補正分

極低温ｲﾝﾃﾞｭｰｻｰ試験施設の高度化【文科省】9

安全安全安全安全
（ｾｷｭﾘﾃｨ）（ｾｷｭﾘﾃｨ）（ｾｷｭﾘﾃｨ）（ｾｷｭﾘﾃｨ）
の確保の確保の確保の確保

安全安全安全安全
（ｾｷｭﾘﾃｨ）（ｾｷｭﾘﾃｨ）（ｾｷｭﾘﾃｨ）（ｾｷｭﾘﾃｨ）
の確保の確保の確保の確保

世界市場世界市場世界市場世界市場
の開拓をの開拓をの開拓をの開拓を
目指せる目指せる目指せる目指せる
技術革新技術革新技術革新技術革新

世界市場世界市場世界市場世界市場
の開拓をの開拓をの開拓をの開拓を
目指せる目指せる目指せる目指せる
技術革新技術革新技術革新技術革新

人類の人類の人類の人類の
知的創造知的創造知的創造知的創造
への国際への国際への国際への国際
貢献と国貢献と国貢献と国貢献と国
際的地位際的地位際的地位際的地位
の確保の確保の確保の確保

人類の人類の人類の人類の
知的創造知的創造知的創造知的創造
への国際への国際への国際への国際
貢献と国貢献と国貢献と国貢献と国
際的地位際的地位際的地位際的地位
の確保の確保の確保の確保


